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2122 異国のまちなみ。神戸南京町の南京東路

世界の新しい牽引役として成長を続けるアジア。

そのアジアと長い歴史的・文化的つながりを持つ関西。

アジアに向き、アジアの人 と々の関わりのなかで

試行を続ける関西の姿を追ってみた。



神
戸
・
南
京
町

頭
や
ラ
ー
メ
ン
、
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
を
提
供
。

同
時
に
義
援
金
を
募
り
、
営
業
を
再
開
し
、

多
く
の
被
災
者
た
ち
の
胸
に
“
復
興
の

灯
”
を
と
も
し
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
神
戸
華
僑
歴
史
博
物
館
館
長
の

藍 

璞
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
震
災
直
後
、
神
戸
華

僑
の
子
弟
が
通
う
神
戸
中
華
同
文
学
校
が
避
難
所
と
し
て
被
災
し

た
周
辺
住
民
を
受
け
入
れ
、
地
域
の
人
々
と
の
親

密
さ
が
一
段
と
深
ま
っ
た
と
い
う
。

　
「
震
災
で
失
っ
た
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
楽
し
い
こ
と
は
一
緒
に
喜
び
、

悲
し
い
こ
と
も
一
緒
に
悲
し
み
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
て

い
こ
う
、
と
い
う
気
持
ち
の
人
が
増
え
た
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
」

（
曹
さ
ん
）

華
僑
が
世
界
で
一
番
「
現
地
化
」
し
た
ま
ち

　

神
戸
華
僑
の
歩
み
は
、
一
八
六
八
年
一
月
の
兵
庫
（
神
戸
）
開

港
と
と
も
に
始
ま
っ
た
。「
初
期
の
神
戸
華
僑
は
貿
易
関
係
や
居

留
地
関
係
の
洋
服
仕
立
、
理
髪
、
料
理
人
、
靴
職
人
な
ど
で
、
彼

ら
は
居
留
地
西
側
の
雑
居
地
に
暮
ら
し
始
め
ま
し
た
」（
藍
さ
ん
）。

　

そ
の
一
角
に
、
華
僑
向
け
の
食
材
市
場
と
な
る
南
京
町
が
誕
生
。

居
留
地
周
辺
が
賑
わ
い
、
華
僑
人
口
が
増
え
る
に
従
っ
て
、
神
戸

の
華
僑
社
会
も
発
展
し
た
。
明
治
半
ば
以
降
、
山
手
方
面
に
心
の

拠
り
所
と
な
る
関
帝
廟
や
、
中
華
会
館
、
華
僑
学
校
（
現
・
神
戸

中
華
同
文
学
校
）
を
開
設
。
南
京
町
に
は
店
が
増
え
、
漢
方
薬
や

「
神
戸
復
興
の
灯
」
を
と
も
す

　

神
戸
の
Ｊ
Ｒ
元
町
駅
東
口
か
ら
少
し
南
へ
。
ビ
ル
の
谷
間
に
建

つ
白
亜
の
長
安
門
を
く
ぐ
り
、
赤
や
黄
、
緑
な
ど
極
彩
色
に
彩
ら

れ
た
神
戸
南
京
町
に
入
る
。
南
京
町
広
場
を
中
心
に
東
西
、
南
北

に
伸
び
る
街
路
の
両
側
に
、
中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
、
餃
子
や
豚
ま
ん
、

点
心
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
店
、
中
華
食
材
や
中
華
雑
貨
、
和
洋
食

レ
ス
ト
ラ
ン
、
中
国
茶
、
喫
茶
や
ス
イ
ー
ツ
、
漢
方
薬
な
ど
の
店

が
軒
を
連
ね
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
す
る
だ
け
で
心
が
浮
き
立
っ
て
く
る
。

　

神
戸
南
京
町
は
日
本
三
大
中
華
街
の
一
つ
で
、
活
気
あ
る
“
異

国
情
緒
”
に
満
ち
て
い
る
。
し
か
し
、
南
京
町
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長
の
曹 

英
生
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
振
興
組
合
加
盟
店

九
十
五
軒
の
う
ち
、
中
国
系
と
日
本
系
の
割
合
は
ほ
ぼ
半
々
で
、

日
本
社
会
に
し
っ
か
り
と
根
づ
い
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
“
共
生
型
”

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
神
戸
南
京
町
の
人
々
の
心
意
気
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
た

の
が
九
五
年
一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災
直
後
だ
っ
た
。

　
「
こ
の
ま
ま
だ
と
神
戸
も
人
口
流
出
し
か
ね
な
い
。神
戸
の
人
々

に
、
熱
い
も
の
を
食
べ
て
も
ら
い
、
早
く
元
気
に
な
っ
て
も
ら
お

う
と
、
振
興
組
合
で
炊
き
出
し
を
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
」
と

曹
さ
ん
は
振
り
返
る
。
被
害
が
比
較
的
軽
か
っ
た
南
京
町
で
は
、

炊
き
出
し
当
日
、
二
十
店
舗
近
く
が
屋
台
を
出
し
、
熱
々
の
饅

2324

明治開港以来の“共生型”チャイナタウン

❶旧暦で祝う中国の正月・春節祭の龍踊りで活躍する、中国特製の龍
❷まちかどの屋台、メニューを選ぶのも楽しみの一つ
❸南京町広場は休息や記念撮影のスポット
❹蒸しあがったばかりの包子やチマキを並べる屋台
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雑
貨
な
ど
は
華
僑
商
人
が
、
生
鮮
食
品
や
乾
物
な
ど
は
日
本
人
商

人
が
扱
い
、
大
勢
の
買
い
物
客
で
賑
わ
っ
た
そ
う
だ
。

　

し
か
し
戦
争
で
神
戸
は
空
襲
に
遭
い
、
南
京
町
一
帯
も
焼
け
野

原
と
な
っ
た
。
戦
後
は
、
民
間
貿
易
の
再
開
で
港
湾
都
市
神
戸
が

復
興
、
貿
易
業
務
に
精
通
す
る
華
僑
た
ち
が
活
躍
し
た
。
も
っ
と

も
こ
の
頃
か
ら
、
神
戸
中
華
同
文
学
校
を
卒
業
後
、
家
業
を
継
が

ず
、
日
本
の
高
等
教
育
を
受
け
て
日
系
企
業
へ
就
職
す
る
若
者
も

増
え
た
。
藍
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
華
僑
社
会
の
日
本
化
が
進
ん
だ
わ

け
で
、「
世
界
で
一
番
現
地
化
し
た
の
が
神
戸
の
華
僑
だ
と
思
い

ま
す
」
と
言
う
。

　

戦
後
の
南
京
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
曹
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
少
年
期
、

南
京
町
に
は
外
国
人
バ
ー
以
外
、
一
軒
の
中
華
料
理
店
と
中
国
の

乾
物
店
く
ら
い
し
か
な
い
頃
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
七
〇
年
代
後
半
、

南
京
町
の
復
活
を
願
う
店
の
人
た
ち
が
南
京
町
商
店
街
振
興
組
合

を
結
成
。
区
画
整
備
事
業
を
始
め
、
八
五
年
秋
に
長
安
門
を
竣
工

さ
せ
た
。「
ハ
ー
ド
が
揃
っ
た
。
次
は
ソ
フ
ト
だ
、
と
青
年
部
を

中
心
に
春
節
祭
を
企
画
し
ま
し
た
」（
曹
さ
ん
）。
八
七
年
一
月
末

の
第
一
回
春
節
祭
に
は
四
日
間
で
二
七
万
人
の
観
光
客
が
集
ま
り
、

長
大
な
龍
踊
り
や
獅
子
舞
、
拳
法
演
武
、
中
国
舞
踏
な
ど
を
楽
し

み
、
南
京
町
は
一
躍
、
全
国
的
な
観
光
地
と
な
っ
た
。

　
「
中
国
で
は
今
も
正
月
は
旧
暦
で
祝
い
ま
す
。
春
節
祭
は
、
日

本
の
人
た
ち
に
中
国
文
化
を
知
っ
て
も
ら
う
い
い
機
会
で
す
」
と
、

藍
さ
ん
は
笑
っ
た
。 

ようこそ、温泉好きのアジア人観光客

25

ア
ジ
ア
発
、
関
空
・
白
浜
空
港
へ

　

前
日
午
後
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
白
浜
に
直
行
。
宿
泊
先
の
ホ

テ
ル
で
名
物
の
海
鮮
料
理
と
梅
樽
温
泉
を
堪
能
し
た
マ
カ
オ
か
ら

の
「
美
食
」
ツ
ア
ー
客
は
、
朝
八
時
半
、
ホ
テ
ル
を
出
発
。
名
所

千
畳
敷
や
三
段
壁
、
円
月
島
を
巡
っ
て
海
と
岩
が
織
り
な
す
雄
大

な
風
景
を
楽
し
み
、
北
上
し
て
、
和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
内
の

黒
潮
市
場
に
到
着
。
目
の
前
で
解
体
さ
れ
た
マ
グ
ロ
の
刺
身
に
舌

鼓
を
打
ち
、
み
か
ん
狩
り
の
の
ち
、
和
歌
山
城
を
見
学
。
そ
の
後
、

京
都
に
向
か
っ
た
。

　

和
歌
山
県
で
は
、
地
元
の
観
光
業
界
と
自
治
体
に
よ
る
、
海
外
、

特
に
ア
ジ
ア
で
の
積
極
的
な
観
光
客
誘
致
活
動
が
効
果
を
発
揮
。

和
歌
山
県
観
光
局
に
よ
れ
ば
、
温
泉
や
海
鮮
料
理
、
海
や
山
、
春

の
桜
や
秋
の
紅
葉
な
ど
が
好
評
で
、
〇
八
年
の
、
同
県
へ
の
外
国

人
観
光
客
（
宿
泊
者
延
べ
数
）
十
六
万
八
千
余
人
の
う
ち
、台
湾
、

香
港
、
韓
国
、
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
か
ら
十
二
万
一
千
余
人
と
、
七

割
以
上
を
占
め
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
か
ら
は
団
体
客
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

近
年
は
家
族
や
小
グ
ル
ー
プ
の
個
人
客
で
『
ク
エ
を
食
べ
た
い
』

『
温
泉
に
入
り
た
い
』『
ゴ
ル
フ
を
し
た
い
』『
世
界
遺
産
の
那
智

の
滝
を
見
た
い
』
と
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
を
持
っ
て
来
ら
れ
る
方
が

増
え
ま
し
た
」
と
白
浜
観
光
協
会
会
長
の
中
田 

力
さ
ん
は
語
る
。

　

中
田
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
主
要
ル
ー
ト
は
関
空
か
ら
だ
が
、
最
近

白浜の名所・円月島をバックに記念撮影するマカオからのツアー客

❶商売の神としても知られる、三国志の英雄・関羽を祀った関帝廟
❷神戸華僑の子弟が通う神戸中華同文学校
❸神戸華僑歴史博物館に展示されている、南京町の春節祭と中秋節のパンフレット
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は
中
部
国
際
空
港
か
ら
伊
勢
、
勝
浦
経
由
で
白
浜
に
入
り
、
関
空

か
ら
帰
国
す
る
台
湾
や
香
港
か
ら
の
観
光
客
も
少
な
く
な
い
と

か
。
ま
た
和
歌
山
県
に
よ
る
南
紀
白
浜
空
港
へ
の
国
際
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
誘
致
に
も
成
功
。
〇
九
年
一
月
か
ら
四
月
ま
で
の
四
カ

月
間
で
、
台
湾
か
ら
合
計
十
八
便
、
二
〇
九
四
人
が
来
訪
さ
れ
た
、

と
和
歌
山
県
南
紀
白
浜
空
港
管
理
事
務
所
総
務
課
長
の
生
駒
健
夫

さ
ん
は
言
う
。

　
観
光
客
誘
致
行
脚
と
名
物
づ
く
り

　

白
浜
の
観
光
業
界
が
初
め
て
台
湾
へ
観
光
客
誘
致
に
出
か
け
た

の
は
三
十
年
ほ
ど
前
。
豊
か
に
な
っ
た
日
本
人
が
国
内
観
光
か
ら

海
外
観
光
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
頃
だ
っ
た
。

　
「
外
国
の
方
々
は
、
ま
ず
東
京
や
京
都
な
ど
の
大
都
市
に
行
か

れ
ま
す
。
そ
こ
で
二
回
目
、三
回
目
は
ぜ
ひ
和
歌
山
の
温
泉
地
へ
、

と
訴
え
、
フ
ェ
リ
ー
会
社
と
提
携
し
、
東
京
か
ら
船
旅
を
楽
し
ん

で
も
ら
っ
て
那
智
勝
浦
港
に
入
り
、
白
浜
に
一
泊
。
帰
り
は
大
阪

の
日
本
橋
で
電
気
製
品
を
買
っ
て
帰
国
す
る
、
と
い
う
ル
ー
ト
を

つ
く
り
、
と
て
も
評
判
が
よ
か
っ
た
」（
中
田
さ
ん
）

　

以
後
、
白
浜
の
人
た
ち
は
、
香
港
、
韓
国
へ
と
誘
致
活
動
を
拡

大
。
九
四
年
、
ア
ジ
ア
路
線
の
充
実
す
る
関
西
国
際
空
港
が
開
港

し
、ア
ジ
ア
か
ら
の
来
訪
者
は
着
実
に
増
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

単
に
誘
致
活
動
を
す
る
だ
け
で
は
お
客
は
来
な
い
。
白
浜
で
は
、

地
道
に
観
光
基
盤
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

　

例
え
ば
、“
幻
の
魚
”
と
言
わ
れ
る
ク
エ
な
ど
、
い
く
ら
お
い

し
く
て
も
水
揚
げ
が
少
な
け
れ
ば
、“
名
物
”
と
し
て
訴
え
る
こ

白浜のホテルから観光バスに乗って、名所ツアーに出発
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アジアからのショッピングツアーのメッカ

30

買
い
物
客
を
惹
き
つ
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ま
ち

　

中
国
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
だ
ろ
う
か
。
黄
色
い
旗
を
持
っ
た
添
乗

員
を
先
頭
に
、
二
十
人
前
後
の
観
光
客
が
道
頓
堀
通
を
歩
き
、
戎

橋
筋
と
の
交
差
点
で
散
開
。
三
々
五
々
、
難
波
方
面
や
心
斎
橋
筋

方
面
、
ブ
ラ
ン
ド
店
が
並
ぶ
御
堂
筋
方
面
へ
向
か
っ
て
歩
き
だ
し

た
。
大
勢
の
通
行
客
に
交
じ
る
と
わ
か
ら
な
い
が
、
今
、
ミ
ナ
ミ

に
は
、
毎
日
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
グ
ル
ー
プ
や
個
人
観
光
客
が
詰
め

か
け
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
グ
ル
メ
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

戎
橋
筋
商
店
街
振
興
組
合
が
加
盟
店
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
売
上
の
何
割
か
は
ア
ジ
ア
か
ら
の

観
光
客
と
い
う
店
が
ほ
と
ん
ど
で
、
な
か
に
は
売
上
の
三
〜
四
割

を
占
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
ミ
ナ
ミ
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
目

立
つ
の
は
、ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア（
薬
や
化
粧
品
）や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
バ
ッ
グ
の
店
、
家
電
店
や
百
貨
店
な
ど
。
グ
ル

メ
で
は
、
道
頓
堀
界
隈
の
た
こ
焼
き
、
ラ
ー
メ
ン
、
寿
司
や
海
鮮

丼
な
ど
が
好
評
で
、
ク
チ
コ
ミ
で
広
が
る
一
方
と
か
。
同
じ
大
阪

で
も
、
キ
タ
と
違
っ
て
、
ミ
ナ
ミ
は
ア
ジ
ア
の
都
市
に
似
て
、
ど

こ
か
混
沌
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
人
々

は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
グ
ル
メ
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
自
体
を
楽
し

み
に
来
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
戎
橋
筋
商
店
街
振
興
組

合
の
活
性
化
事
業
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
山
本
英
夫
さ
ん
は
言
う
。

　

そ
ん
な
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
に
よ
り
楽
し
く
ま
ち
歩
き
を
体

と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
三
十
年
ほ
ど
前
、
中
田
さ
ん
た
ち
は
地

元
に
あ
る
近
畿
大
学
水
産
研
究
所
に
ク
エ
養
殖
法
の
開
発
を
依

頼
。
近
年
、
よ
う
や
く
地
元
の
名
物
料
理
と
し
て
確
立
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
市
に
働
き
か
け

て
、
白
良
浜
と
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
の
姉
妹
浜
提
携
を
実
現
。
相
互

の
観
光
交
流
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
の
人
々
に
白
浜

で
ワ
イ
キ
キ
気
分
を
味
わ
え
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
九
月
に
は
ハ
ワ
イ
ア
ン
デ
ー
を
設
け
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
発
表
ス
テ
ー
ジ
を
つ
く
る
計
画
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
で

は
韓
国
・
ソ
ウ
ル
近
郊
の
果
川
市
と
友
好
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ

な
ど
、
今
後
の
観
光
客
誘
致
促
進
に
向
け
て
地
域
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
「
観
光
地
も
進
化
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
東
ア
ジ
ア
の
方
々

が
日
本
に
来
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、白
浜
を
“
ハ
ブ
”

に
、
徳
川
御
三
家
の
本
拠
・
和
歌
山
城
や
、

世
界
遺
産
の
熊
野
、
那
智
勝
浦
へ
と
、
日
本

を
体
験
で
き
る
旅
を
提
案
し
て
い
ま
す
」

と
中
田
さ
ん
は
力
を
込
め
た
。

大
阪
・ミ
ナ
ミ

❶白浜名物の一つ、特産の梅漬け樽を再活用した、梅樽温泉
❷和歌山マリーナシティ内の黒潮市場でマグロの解体ショーを見学
❸みかん狩りを楽しむ
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3

道頓堀を行く中国からのツアー客
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ら
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
へ
と
新
陳
代
謝
し
、

近
年
は
、週
末
、マ
ニ
ア
や
オ
タ
ク
向
け
の
店
が
並
ぶ
「
オ
タ
ロ
ー

ド
」
が
賑
わ
っ
て
い
る
、
と
か
。

　

そ
ん
な
な
か
、
同
振
興
組
合
で
は
、
〇
八
年
以
来
、
関
西
国
際

空
港
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
毎
年
九
月
に
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ポ
ッ
プ

カ
ル
チ
ャ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
。
〇
九
年
七
月
、
塩

田
さ
ん
た
ち
は
、
台
湾
最
大
の
ア
ニ
メ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
大

阪
へ
の
ツ
ア
ー
を
募
っ
た
と
い
う
。

　
「
韓
国
や
台
湾
、
中
国
の
若
者
の
間
で
、
日
本
の
ア
ニ
メ
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、音
楽
な
ど
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
注
目
さ
れ
、

ど
ん
ど
ん
浸
透
し
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
、
秋
葉
原
だ
け
な
く
、

大
阪
の
日
本
橋
に
も
そ
ん
な
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
ま
ち
が
あ
る

こ
と
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
、
ア
ジ
ア
の
若
者
た
ち
を
呼
び
込
み
た

い
」
と
塩
田
さ
ん
。

　

日
用
品
か
ら
衣
料
、
雑
貨
、
家
電
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
ブ

ラ
ン
ド
品
ま
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
エ
リ
ア
で
多
様
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
が
満
喫
で
き
る
ミ
ナ
ミ
。
商
店
街
の
人
た
ち
は
き
ょ
う
も
ハ
ン

グ
ル
や
中
国
語
の
お
客
さ
ん
に
笑
顔
で
対
応
し
て
い
る
よ
う
だ
。

験
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
同
振
興
組
合
で
は
、
難
波
に
あ
る
専
門

学
校
の
留
学
生
と
教
員
た
ち
の
協
力
を
得
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

を
実
施
。外
国
人
客
が
来
店
し
や
す
い
接
客
ポ
イ
ン
ト
を
提
案
し
、

各
店
に
応
じ
た
接
客
ツ
ー
ル
や
外
国
語
表
記
マ
ッ
プ
を
作
成
し
活

用
し
て
い
る
。
実
際
、
老
舗
の
蒲
鉾
店
が
販
売
す
る
揚
げ
立
て
の

天
麩
羅
に
外
国
語
の
説
明
文
を
掲
示
し
た
と
こ
ろ
、
食
べ
歩
き
や

ホ
テ
ル
で
の
夜
食
用
に
購
入
す
る
ア
ジ
ア
の
お
客
が
増
え
始
め
た

と
か
。

　
「
異
国
へ
行
っ
た
ら
、
誰
で
も
異
国
文
化
に
触
れ
た
い
と
思
う

は
ず
。
受
け
入
れ
側
の
店
が
、
小
さ
な
工
夫
で
も
、
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
、
ミ
ナ
ミ
の
良
さ
、
面
白
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
」（
山
本
さ
ん
）

家
電
も
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
も

　

ア
ジ
ア
か
ら
の
買
い
物
客
が
目
指
す
ミ
ナ
ミ
の
名
所
の
一
つ

が
、電
気
部
品
店
や
家
電
店
が
集
ま
る
日
本
橋
筋
商
店
街
界
隈
だ
。

最
新
の
情
報
家
電
を
選
ん
だ
り
、
地
区
内
に
あ
る
免
税
シ
ョ
ッ
プ

で
、
帰
国
前
に
カ
メ
ラ
や
時
計
、
貴
金
属
な
ど
を
買
っ
て
い
く
ア

ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
も
少
な
く
な
い
。

　

同
地
区
周
辺
に
は
専
門
学
校
に
学
ぶ
ア
ジ
ア
人
学
生
が
多
数
暮

ら
し
て
い
て
、
国
際
色
豊
か
な
若
者
の
ま
ち
と
し
て
の
側
面
も
あ

る
、
と
日
本
橋
筋
商
店
街
振
興
組
合
理
事
の
塩
田
浩
司
さ
ん
は
言

う
。
流
行
に
敏
感
な
若
者
の
集
ま
る
日
本
橋
筋
界
隈
は
、
塩
田
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
九
〇
年
代
以
降
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

へ
、
映
画
ビ
デ
オ
か
ら
ア
ニ
メ
ビ
デ
オ
、
ア
ニ
メ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
へ
、
さ

1 3
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❶エネルギッシュなまち・大阪ミナミ、日本人に交じってアジア諸国からの観光客も多い
❷❸日本橋界隈には東南アジアからの若者も少なくない
❹電気部品店や家電店が集まる日本橋「でんでんタウン」
❺中国語やハングルの文字が目を惹く、戎橋筋商店街
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大
阪
大
学

理
工
系
分
野
を
目
指
す
留
学
生
が
多
い
こ
と
。
ま
た
、
中
国
や
韓

国
の
人
た
ち
は
同
じ
漢
字
圏
で
、
歴
史
的
・
文
化
的
つ
な
が
り
の

深
い
関
西
に
親
近
感
を
抱
い
て
い
る
こ
と
。

　
「
中
国
や
台
湾
の
留
学
生
は
、
留
学
前
に
日
本
語
を
き
ち
ん
と

学
ん
で
な
く
て
も
、
漢
字
を
見
れ
ば
大
体
意
味
が
掴
め
ま
す
。
ま

た
、
日
韓
両
言
語
は
文
法
的
に
近
い
の
で
韓
国
の
留
学
生
は
上
達

が
早
く
、『
夏
休
み
期
間
中
に
自
学
自
習
し
た
』
と
流
暢
な
日
本

語
で
話
し
、
何
年
も
日
本
語
を
学
ぶ
欧
米
か
ら
の
留
学
生
が
驚
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
三
牧
さ
ん
は
笑
う
。

　

さ
ら
に
か
つ
て
阪
大
に
留
学
し
、
母
国
の
大
学
や
研
究
機
関
で

活
躍
す
る
“
先
輩
”
に
勧
め
ら
れ
て
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
い
。
三
牧
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
大
学
院
に
入
る
と
、
研
究

室
の
教
員
の
指
導
や
院
生
の
手
助
け
を
得
て
、
自
分
で
研
究
計
画

を
立
て
、
自
分
の
や
り
た
い
研
究
に
取
り
組
む
力
が
し
っ
か
り
と

身
に
つ
く
た
め
、
留
学
へ
の
期
待
が
大
き
い
と
い
う
。

地
域
ぐ
る
み
の
留
学
生
支
援

　

そ
う
し
た
な
か
、
阪
大
に
学
ぶ
留
学
生
の
日
本
語
習
得
と
交
流

や
生
活
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
留
学
生
セ
ン
タ
ー
だ
。

　

留
学
生
に
、
限
ら
れ
た
時
間
で
留
学
目
的
達
成
に
不
可
欠
な
日

本
語
を
い
か
に
習
得
し
て
も
ら
う
か
。
と
り
わ
け
大
学
院
進
学
を

目
指
す
大
多
数
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
に
は
、
専
門
科
目
の
授

業
を
理
解
し
、
日
本
語
で
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
と
い
っ
た
、
大
学
院

入
学
後
に
必
要
と
な
る 

“
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
”
な
日
本
語
教
育
に
力

を
注
い
で
い
る
、
と
日
本
語
教
育
部
門
担
当
の
三
牧
さ
ん
は
強
調

実
学
、
漢
字
と
い
う
共
通
点

　

各
国
の
留
学
生
が
つ
く
っ
た
母
国
料
理
を

味
わ
い
な
が
ら
留
学
生
同
士
や
日
本
人
学
生

と
の
交
流
を
深
め
る
「
世
界
の
料
理
パ
ー
テ
ィ
」、
世
界

各
地
か
ら
の
短
期
留
学
生
が
母
国
と
母
校
を
紹
介
す
る

「M
y C

ountry, M
y U

niversity

」、
学
部
所
属

の
留
学
生
と
一
般
学
生
を
対
象
と
す
る
「
多

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
公
開
授
業
︱
︱
晩
秋
の
大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
阪
大

留
学
生
セ
ン
タ
ー
提
供
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
。
中
心
と
な
っ

た
の
が
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
留
学
生
だ
っ
た
。

　

〇
九
年
五
月
時
点
で
、
大
阪
大
学
在
学
の
全
留
学
生
一
四
五
五

人
の
う
ち
ア
ジ
ア
の
留
学
生
は
七
七
％
。
学
部
生
な
ら
約
九
割
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
別
に
見
る
と
、
中
国
四
四
三
人
、
韓
国

二
一
五
人
、
タ
イ
九
二
人
、
ベ
ト
ナ
ム
七
九
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

六
四
人
、
台
湾
六
三
人
、
マ
レ
ー
シ
ア
五
三
人
な
ど
が
上
位
を
占

め
る
。

　

な
ぜ
、多
く
の
ア
ジ
ア
人
留
学
生
が
阪
大
に
や
っ
て
来
る
の
か
。

留
学
生
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）
の
三
牧
陽
子
さ
ん
に

よ
れ
ば
、
一
つ
は
、
実
学
志
向
の
強
い
ア
ジ
ア
で
、
最
先
端
の
研

究
や
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う
と
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
阪
大
の

留学生を“熱烈歓迎”❶留学生交流情報室で母国語の新聞を読むタイからの留学生
❷「My Country, My University」で自国紹介をする台湾からの留学生たち
❸「多文化コミュニケーションプロジェクト」の公開授業には多くの留学生が参加
❹互いの母国料理を味わいながら交流を深める「世界の料理パーティ」
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す
る
。
ま
た
、
短
期
留
学
生
を
中
心
に
、
留
学
生
は
総
じ
て
大
阪

で
の
生
活
文
化
に
好
意
的
だ
、
と
か
。「
み
ん
な
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
大
阪
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
が
す
ご
く
好
き

で
、
大
阪
に
来
て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
ま
す
」（
三
牧
さ
ん
）。

　

留
学
生
の
交
流
や
生
活
支
援
は
、
吹
田
、
豊
中
、
箕
面
各
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
留
学
生
交
流
情
報
室
（
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
）
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
や
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
を
は
じ
め
多
様
な
交
流
会
を
開
催
。
ま
た
、
地

域
に
は
留
学
生
を
家
庭
に
招
い
た
り
、
日
本
語
教
室
を
開

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
と

協
力
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
留
学
生
を
支
援
し
て
い
る
、
と
同
セ

ン
タ
ー
交
流
指
導
部
門
（
教
授
）
の
有
川
友
子
さ
ん
は
言
う
。
ユ

ニ
ー
ク
な
の
は
、
地
域
の
小
・
中
・
高
校
の
国
際
理
解
教
育
へ
の

参
画
だ
。
当
日
、
生
徒
た
ち
は
事
前
に
調
べ
た
留
学
生
の
母
国
に

つ
い
て
発
表
。
留
学
生
た
ち
は
自
国
の
言
葉
や
音
楽
、
踊
り
な
ど

を
実
演
し
て
楽
し
く
交
流
し
、
互
い
の
国
際
理
解
に
大
い
に
役

立
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

留
学
生
セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）
の
菊
野 

亨
さ
ん
は
、
世
界
の

料
理
パ
ー
テ
ィ
会
場
で
留
学
生
と
一
般
学
生
が
楽
し
く
食
べ
、
語

り
合
う
光
景
を
眺
め
な
が
ら
、「
留
学
生
受
け
入
れ
目
的
の
半
分

は
、
一
般
学
生
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
留
学
生
と
交
流
し
、
国
際
的
な

視
野
の
な
か
で
学
問
研
究
を
深
め
て
く
れ
る
こ
と
だ
」
と
言
う
。

　

な
お
、〇
九
年
度
、大
阪
大
学
が
「
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
（
グ

ロ
ー
バ
ル
30
）」
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、留
学
生
セ
ン
タ
ー

は
今
年
度
中
に
「
国
際
教
育
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
名
称
を
変

え
、
一
〇
年
度
か
ら
受
け
入
れ
留
学
生
倍
増
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

明
治
開
港
以
来
、
神
戸
華
僑
社
会
の
発
展
と
と
も
に
育
っ
て
き

た
共
生
型
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
「
南
京
町
」、
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
と
し

て
賑
わ
う
「
白
浜
」、
ア
ジ
ア
か
ら
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
メ
ッ
カ

と
し
て
注
目
を
集
め
る
「
大
阪
ミ
ナ
ミ
」、
千
人
を
超
え
る
ア
ジ

ア
の
留
学
生
が
最
先
端
研
究
に
挑
ん
で
い
る
「
大
阪
大
学
」
︱
︱

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
の
人
々
が
暮

ら
し
、
訪
れ
、
学
び
、
触
れ
合
う
な
か
で
、
ア
ジ
ア
の
一
員
と
し

て
の
関
西
の
新
た
な
生
き
方
が
育
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

取
材
・
撮
影
／
伊
田
彰
成
　
編
集
／
田
窪
由
美
子

❶大阪大学留学生センターのある、吹田キャンパスのICホール
❷吹田キャンパスで語り合うアジアからの留学生たち
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